
　「騒音規制法」及び「振動規制法」は、工場・

事業場、建設作業から発生する騒音・振動を規制

し、自動車騒音・振動に対する要請等を定めてい

ます。さらに、「群馬県の生活環境を保全する条例」

においては、飲食店営業等から深夜発生する騒音

や航空機による商業宣伝放送について規制してい

るほか、「騒音規制法」の規制対象外である３施設

（コンクリートブロックマシン、製瓶機、ダイカ

ストマシン）、「振動規制法」の規制対象外である

５施設（圧延機械、送風機、シェイクアウトマシ

ン、オシレイティングコンベア、ダイカストマシ

ン）及び１作業（空気圧縮機を使用する作業）を

規制対象としています。

（1）騒音・振動について規制する地域の指定

　騒音・振動公害は、発生源の周辺地域に限られ、

大気汚染や水質汚濁のように広域的に影響を及ぼ

すおそれがありません。そのため、生活実態のな

い地域について規制する必要がないことから、「騒

音規制法」及び「振動規制法」では、保全する地

域を指定し、この指定地域内にある工場・事業場

等から発生する騒音・振動を規制しています。県

では全町村について地域指定しています（ただし、

全域ではありません。また、市域は各市において

指定しています。）。

（2）工場・事業場等への指導

　騒音・振動に係る事務は、市町村長の権限とな

っており（航空機による商業宣伝放送に係る事務

を除く。）、｢騒音規制法｣、「振動規制法｣ 及び ｢群

馬県の生活環境を保全する条例」に基づく規制基

準の遵守及び各種手続きの適正な実施は、市町村

によって工場設置者及び事業者に対して指導され

ます。

　市町村で実施した騒音・振動特定工場等調査の

結果は表2－4－2－10のとおりです。

表2－4－2－10　平成29年度騒音・振動特定工場等調査結果

根拠法令 調査工場数 適合（数） 適合（％）

騒音規制法 65 44 68%

振動規制法 50 50 100%

条例 0 0 －

（3）航空機による商業宣伝放送

　平成29年度は31回実施されました。宣伝内容

は、全て自動車販売関係で、１回あたりの実施時

間は120分でした。

図2－4－2－9　騒音・振動特定工場等調査結果の推移

第２項　騒音・振動の防止

１　　工場・事業場等の騒音振動対策　【環境保全課】
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（1）環境騒音測定結果

　各市町村が平成29年度に行った環境騒音測定

結果に基づく環境基準の達成状況は、表2－4－2

－11に示すとおりです。

　時間帯別では、夜間の環境基準達成率が低くな

っています。

２　　環境騒音の測定調査　【環境保全課】

表2－4－2－11　平成29年度環境騒音の環境基準達成状況

区
分

地　　　　　域
測定地
点総数

環境基準達成地点
内
訳

類
型 区　　　　分 昼間 夜間

数 ％ 数 ％ 数 ％

市　
　
　
　

部

総　　　　　　数 131 113 86% 125 95% 114 87%

内　
　
　

訳

Ａ
類
型

一　 般　 地　 域 20 17 85% 19 95% 17 85%
道路に面する地域 0 0 － 0 － 0 －
特 例 区 間 0 0 － 0 － 0 －

Ｂ
類
型

一　 般　 地　 域 40 35 88% 40 100% 35 88%
道路に面する地域 1 1 100% 1 100% 1 100%
特 例 区 間 29 27 93% 29 100% 27 93%

Ｃ
類
型

一　 般　 地　 域 17 15 88% 17 100% 15 88%
道路に面する地域 2 2 100% 2 100% 2 100%
特 例 区 間 22 16 73% 17 77% 17 77%

町　
　
　

村　
　
　

部

総　　　　　　数 11 8 73% 10 91% 8 73%

内　
　
　

訳

Ａ
類
型

一　 般　 地　 域 1 0 0% 1 100% 0 0%
道路に面する地域 0 0 － 0 － 0 －
特 例 区 間 0 0 － 0 － 0 －

Ｂ
類
型

一　 般　 地　 域 6 4 67% 5 83% 4 67%
道路に面する地域 0 0 － 0 － 0 －
特 例 区 間 3 3 100% 3 100% 3 100%

Ｃ
類
型

一　 般　 地　 域 0 0 － 0 － 0 －
道路に面する地域 0 0 － 0 － 0 －
特 例 区 間 1 1 100% 1 100% 1 100%

総　
　
　

計

総　　　　　　数 142 121 85% 135 95% 122 86%

内　
　
　

訳

Ａ
類
型

一　 般　 地　 域 21 17 81% 20 95% 17 81%
道路に面する地域 0 0 － 0 － 0 －
特 例 区 間 0 0 － 0 － 0 －

Ｂ
類
型

一　 般　 地　 域 46 39 85% 45 98% 39 85%
道路に面する地域 1 1 100% 1 100% 1 100%
特 例 区 間 32 30 94% 32 100% 30 94%

Ｃ
類
型

一　 般　 地　 域 17 15 88% 17 100% 15 88%
道路に面する地域 2 2 100% 2 100% 2 100%
特 例 区 間 23 17 74% 18 78% 18 78%

（注）特例区間： 県告示において幹線交通を担う道路に指定された道路のうち２車線以下は道路端から15ｍ、
２車線を越えるものは20ｍの範囲を指します。この区間は特例基準が適用されます。

図2－4－2－10　環境騒音の環境基準達成状況の推移
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（2）自動車騒音測定結果

ア　一般道路

　平成29年度は、県内主要道路沿線の29地点で、

市町村により自動車騒音の測定が行われました。

　環境基準の達成状況及び要請限度の超過状況

は表2－4－2－12のとおりです。

　測定地点のうち23地点（79%）が昼間及び夜

間の時間帯で環境基準を達成しました。

　また、自動車騒音の要請限度（公安委員会に

対する要請及び道路管理者に意見を述べる際に

自動車騒音の大きさを判定する基準）では、２

地点（７％）で要請限度を超えました。

イ　高速道路

　高速道路沿線地域の騒音の状況を把握するた

め、沿線市町村により自動車騒音測定が行われ

ました。なお、東北縦貫自動車道沿線での測定

は行われませんでした。その結果は、表2－4

－2－13のとおりです。

表2－4－2－12　平成29年度環境基準達成状況及び要請限度の超過状況（一般道路）

図2－4－2－11　環境基準達成状況及び要請限度の超過状況の推移（一般道路）

区域の区分 車線数
測定
地点数

環境基準達成地点数 要請限度超過地点数
昼 夜 昼 夜

ｂ区域
4 1 1 1 1 0 0 0
2 7 6 7 6 0 0 0

ｃ区域
2 17 14 16 14 0 0 0
4 3 1 1 1 2 0 2
6 1 1 1 1 0 0 0

合計
29

23 26 23 2 0 2
達成率・超過率 79% 90% 79% 7% 0% 7%
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表2－4－2－13　平成29年度環境基準達成状況（高速道路）

路線名 調査地域 地域の類型 測定地点数
環境基準達成

地点数 比率

関越自動車道新潟線
渋川市･みなかみ町･玉
村町

B類型 7 7 100%

C類型 2 2 100%

小　　　計 9 9 100%

関越自動車道上越線
（上信越自動車道）

富岡市
B類型 1 1 100%

C類型 1 1 100%

小　　　計 2 2 100%

北関東自動車道
太田市 B類型 5 5 100%

小　　　計 5 5 100%

総　　合　　計 16 16 100%
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図2－4－2－12　環境基準達成状況の推移（高速道路）

（3）新幹線鉄道騒音・振動

　上越新幹線、北陸新幹線における沿線地域の騒

音・振動の状況を把握するため、新幹線騒音・振

動測定を行いましたが、結果は次のとおりです。

ア　上越新幹線

　平成29年度に実施した新幹線鉄道騒音・振

動の調査結果及び新幹線鉄道騒音の環境基準

達成状況については、表2－4－2－14に示す

とおりでした。なお、測定結果にある25ｍ、

50ｍとの表示は、それぞれ、上下線中心線か

ら測定地点までの距離を表しています。

　それによると、線路に近い25ｍ地点におけ

る半数以上の測定地点で新幹線鉄道騒音に係

る環境基準を超過していました。

　また、振動については、環境保全上緊急を

要する新幹線鉄道振動対策に示されている勧

告指針値（70ｄＢ）を各測定地点とも下回っ

ていました。

イ　北陸新幹線

　平成29年度に実施した新幹線鉄道騒音の

調査結果及び鉄道騒音の環境基準達成状況に

ついては、表2－4－2－15に示すとおりで

した。

　それによると、線路に近い25ｍ地点で新

幹線鉄道騒音に係る環境基準を超過している

地点がありました。また、振動については、

環境保全上緊急を要する新幹線鉄道振動対策

に示されている勧告指針値（70ｄＢ）を各

測定地点とも下回っていました。

表2－4－2－14　平成29年度上越新幹線鉄道騒音・振動測定結果及び上越新幹線鉄道騒音の環境基準達成状況

表2－4－2－15　平成29年度北陸新幹線鉄道騒音・振動測定結果及び北陸新幹線鉄道騒音の環境基準達成状況

測定場所 地域の
類型

測定地点側
の軌道

列車平均
速度
（㎞/h）

測定結果（dB） 環境基準達成状況

騒音 振動
達成地点数 達成比率

25m 50m 25m

高崎市木部町 Ⅰ 下り側 214 72 67 56 

4 44%

高崎市上佐野町 Ⅰ 上り側 160 70 62 46 

高崎市飯塚町 Ⅰ 下り側 142 71 － 40 

高崎市問屋町 Ⅱ 下り側 156 70 66 53 

高崎市下小鳥町 Ⅰ 下り側 173 69 71 53 

高崎市福島町 Ⅰ 上り側 189 73 68 53 

藤岡市岡之郷 Ⅱ 下り側 229 74 74 53 

渋川市川島 Ⅰ 下り側 227 77 72 57 

みなかみ町月夜野 Ⅰ 上り側 232 75 68 55 

測定場所 地域の
類型

測定地点側
の軌道

列車平均
速度
（㎞/h）

測定結果（dB） 環境基準達成状況
騒音 振動 達成地点数 達成比率

25m 50m 25m
高崎市浜川町 Ⅰ 下り側 195 68 65 56 

3 75%
高崎市箕郷町 Ⅰ 上り側 228 73 68 55 

高崎市中里見町 Ⅱ 下り側 242 72 69 48 

安中市中秋間 Ⅰ 下り側 233 70 68 43 

50
55
60
65
70
75
80
85
90
95
100
105
%

達成率 (合計 )

達成率 (北関東 )

達成率 (関越・上越 )
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達成率 (東北縦貫 )
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図2－4－2－13　新幹線騒音の環境基準達成状況の推移（25ｍ地点）

表2－4－2－16　平成29年度道路交通騒音面的評価結果

図2－4－2－14　道路交通騒音面的評価結果 全時間帯達成率の推移

評価主体 評価区間延長（㎞） 評価対象住居等総戸数 環境基準達成戸数 全時間帯達成率（%）

群馬県（町村分） 40.9 3,362 3,008 89.5%

12市 1,810.5 121,580 117,206 96.4%

合計 1,851.4 124,942 120,214 96.2%

（4）道路交通騒音の測定評価

　道路交通騒音面的評価は、県内全域の主要な道

路に面する地域における自動車騒音について、原

則５年間（最長10年間）で測定評価を行い、自

動車騒音の環境基準達成状況を調査しています。

　平成29年度に群馬県及び県内12市が道路交通

騒音面的評価を行いましたが、結果は表2－4－2

－16のとおりです。

　県では、これまでの路線に加え邑楽町及び千代

田町における３路線で行いましたが、結果は表2

－4－2－17のとおりです。この評価は、環境省

から示されている「自動車騒音常時監視マニュア

ル」に基づき実施したものです。

　なお、達成率は、道路端から両側50ｍの範囲

内にある住居等について推計した騒音レベルを基

に、その範囲内の住居総戸数のうち環境基準を達

成している数の割合を算出した結果です。

表2－4－2－17　平成29年度道路交通騒音面的評価結果（群馬県実施分）

○評価対象路線

市町村 路線名 評価区間延長
（㎞） 評価区間始点 評価区間終点 全時間帯達成

率（％）
邑楽町・千代田町 足利邑楽行田線 5.1 邑楽町大字中野 千代田町大字赤岩 97

邑楽町 赤岩足利線 2.5 邑楽町大字中野 邑楽町大字秋妻 100
邑楽町 中野福居線 0.5 邑楽町大字中野 邑楽町大字中野 100

80
82
84
86
88
90
92
94
96
98
100
％

H25H24 H26 H27

達成率

H29H28

上越新幹線 29% 29% 8% 17% 9% 27% 22% 22% 33% 44%

 北陸新幹線 50% 25% 83% 67% 25% 75% 0% 0% 75% 75%

 合計 36% 27% 33% 33% 13% 40% 15% 15% 46% 54%

 測定地点数（上越新幹線） 7 7 12 12 11 11 9 9 9 9

 測定地点数（北陸新幹線） 4 4 6 6 4 4 4 4 4 4

Ｈ27 Ｈ28Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26
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　「騒音規制法」及び「振動規制法」を運用する上

で必須となる騒音・振動の測定に係る知識の習得

のため、市町村職員を対象に、平成24年度から

｢騒音・振動市町村担当者研修」を開催しています。

　さらに、平成27年度に、｢群馬県の生活環境を

保全する条例｣ における地域指定の権限を市に移

譲し、市町村が運用しやすい法制度の整備を図り

ました。今後も市町村の実情を十分に考慮しなが

ら、市町村が行う騒音・振動の業務を支援してい

きます。

　沿道に住居が連担している地域で、通行車両に

よる騒音レベルが３年連続して環境基準を超えて

いる箇所に、低騒音舗装を施工し、騒音の低減を

図ります。

　通常のアスファルト舗装が空隙率４％程度であ

るのに対し、低騒音舗装では空隙率が20％前後

の排水性舗装＊16を使用することで、自動車騒音

が吸収され、騒音レベルが３dB程度低下します。

　本事業は平成10年度から実施しており、施工

実績は表2－4－2－18のとおりです。

３　　騒音・振動の業務を行う市町村に対する支援　【環境保全課】

４　　騒音・振動防止のための路面改善の推進　【道路管理課】

（5）防音対策の要望

　測定調査等の結果を踏まえ、平成29年度には

次の要望を行いました。

ア　高速自動車道沿線騒音対策要望

　各高速自動車道における環境基準の達成及び

その維持については、県内の沿線市町村から遮

音壁設置要望をまとめ、東日本高速道路㈱の高

崎管理事務所（平成29年７月）と宇都宮管理事

務所（同年８月）に対して要望を行いました。

　また、平成29年11月には関係県で構成す

る「東北・上越・北陸新幹線、高速自動車道

公害対策10県協議会」を通じて同社に要望

を行いました。

イ　新幹線騒音対策要望

　上越・北陸新幹線における環境基準の達成

及びその維持については、平成29年11月、

前述した「東北・上越・北陸新幹線、高速自

動車道公害対策10県協議会」を通じて東日

本旅客鉄道㈱本社及び（独）鉄道建設・運輸施

設整備支援機構に要望を行いました。

　また、測定の結果、環境基準未達成地域が

あることから、平成30年３月、東日本旅客

鉄道㈱高崎支社に対して発生源から出る騒音の

防止対策をより一層強化するよう強く要望しま

した。

表2－4－2－18　低騒音舗装の施工実績 （単位:㎞）

年度 25まで 26 27 28 29

整備延長 30.0 2.2 1.5 0.6 0.2

＊16 排水性舗装：骨材の粒度の粗い特殊な舗装で、排水性に優れ、車両の騒音低減効果もあります。

○評価区間全体
評価対象住居等

総戸数
昼間・夜間とも
基準値以下

昼間のみ
基準値以下

夜間のみ
基準値以下

昼間・夜間とも
基準値超過

418 408 2 0 8

○近接空間
評価対象住居等

総戸数
昼間・夜間とも
基準値以下

昼間のみ
基準値以下

夜間のみ
基準値以下

昼間・夜間とも
基準値超過

180 174 2 0 4
※近接空間
・2車線を超える車線を有する幹線交通を荷担う道路の場合、道路端から20mまでの範囲
・2以下の車線を有する幹線交通を担う道路の場合、道路端から15mまでの範囲

○非近接空間
評価対象住居等

総戸数
昼間・夜間とも
基準値以下

昼間のみ
基準値以下

夜間のみ
基準値以下

昼間・夜間とも
基準値超過

238 234 0 0 4
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